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私部城跡と飯盛山城跡の関連について   

高槻市教育委員会文化財課 中西  裕樹（なかにし・ゆうき）  

 

１ はじめに 

○注目される私部城 

私部城が機能した時代は、大きく山城から平城へと城郭史が転換し、

瓦・石垣・礎石建物、そして天守という織田信長から豊臣秀吉へと

受け継がれた近世城郭誕生の胎動期(織豊系城郭)。この時代の城郭

を考える上で、私部城は重要なピースに。 
 

⇒戦国時代は山城の時代でも。国史跡への取り組みが進む飯盛城跡が

その代表。同じ北河内の２つの城跡を取り上げます【図１】。  

 

２ 飯盛城  

○天下人の「首都」 

戦国大名三好長慶は、天文 22 年(1553)に芥川城(芥川山城跡。高槻市)

へ入城して天下掌握を進める。その後、家督を子の義興に譲って永禄

３年(1560)、天下人の長慶は飯盛城(四條畷市・大東市)へ【図２・３】。 
 

→三好氏は芥川城に村人らを登城させ、争論を裁定。京都からは公家

や寺社の使いが交渉に。文化人も登城、飯盛城では宣教師が盃を受

ける。これらの対応に足る施設が想定。主要な家臣も居住。 
 

⇒将軍不在の京都に代わり、山城が「天下」を裁く「首都」に。 

※天下とは京都を中心とする秩序や周辺地域(首都圏) 

 

○飯盛城とは？ 

大阪・奈良の府県境となる生駒山地から西に派生した急峻な飯盛山山

頂(標高約 314ｍ)に立地。麓からの比高は約 300ｍ。西麓に河内を南

北に縦断する東高野街道、北麓に大和につながる清滝街道。西麓の深

野池では河内を北流する大和川の水運に連絡。交通の便。 
 

→天文６年(1537)頃、畿内の実力者・木沢長政が畠山在氏を河内国守

護に擁立して飯盛城を守護所に。長慶以前は、やはり地域を押さえ

た畠山氏被官の安見宗房が在城。 
 

⇒城域は東西約 400ｍ×南北約 600ｍ、大きくⅠ～Ⅲの地区。 



Ⅰ…「御体塚丸」周辺。東西の尾根上に細長い曲輪を連ね、要所に堀

切。周辺の地形は急峻で岩盤も露頭。石垣が集中。 

Ⅱ…「高櫓郭」周辺。地形的に主郭に相当。堀切や竪堀など軍事的性

格が強い。面積は狭く、詰城的な場所。 

Ⅲ…「千畳敷」周辺の曲輪は 50ｍ四方以上の広さ。城内の主たる居

住空間として多くの施設が想定。「南丸」東側には土塁。石垣を伴

う虎口や大阪周辺では珍しい「畝状竪堀群」。 
 

※本格的な石垣づくりの城は織田信長以降で、戦国時代は「土づくり」

が基本。山をならして曲輪(後の「本丸」や「二ノ丸」)をつくり、

土を掘った「堀切」や盛った「土塁」などで防御。ただし、すでに

芥川、飯盛には背丈を超える高さの石垣があることは大いに注目  

 

○飯盛城の画期 

城跡からは大阪湾や淡路島(三好氏の本拠)、京都方面への視界。これ

だけ優れた眺望の山城は皆無。大阪平野は京都を目指す物や人の流れ

が集まる地域で、優れた経済感覚や柔軟な思考を持つ人々が港町や寺

内町などが発達。周辺でも交通に関わる集落が発達し、そこに拠点を

置く勢力が経済活動を後押しする三好氏の被官に。 
 

→深野池の舟運を担う三箇氏や街道を押さえる岡山・砂の結城氏、田

原の田原氏ら(「河内キリシタン」)。彼らの拠点は城への発着点、

多くのキリシタンが集まる飯盛城の「城下町」。戦国時代の城と町が

到達した一つの形を示す。 
 

⇒永禄 11 年(1568)足利義昭・織田信長の上洛後、三好義継は飯盛城に。

しかし、やがて平地の若江城(東大阪市)に移る。 

 

３ 私部城  

○安見宗房と安見右近 

私部城は、段丘上に立地し、北が低湿地で南には谷地形が。大和国か

ら続く傍示街道(かいがけ道)、同じく近隣を走る岩舟街道、東高野街

道が集まる地域。東に山根街道、西に私部街道【図４】。この城主が

安見氏。天文 21 年(1552)以降に河内国下郡代、飯盛城を拠点に河内

や南山城に勢力を持つ安見美作守宗房が有名。 
 

→畠山高政と三好長慶らに戦いを挑み、永禄８年(1565)の将軍足利義

輝殺害後は秩序回復を目指す「天下御再興」の戦いを開始。この後



は安見右近が活動。永禄 11 年に河内守護代遊佐信教が松永久秀の付

属に。なお、元亀元年(1570)10 月に義昭と信長の陣営が窮地に立っ

た際、河内では若江城と高屋城、私部城が守りを固める(『信長公記』)。

私部城は義継の若江城、守護畠山氏の高屋城と「同列」。 
 

⇒元亀２年に久秀が離反の際、同調しない右近は奈良で生害。久秀が

「安見右近城」を攻撃(『多聞院日記』)。翌年にも久秀は「安見新

七郎居城」を攻撃(『信長公記』)、佐久間信盛や柴田勝家らが来援。 
 

○私部城の構造 

地表面での遺構範囲は、約東西 300ｍ×南北 200ｍ【図５・６】。光通

寺の高台。基本構造は方形の曲輪が並立し、周囲に独立的な曲輪を配

置する「群郭式」。広く南九州や東北地方に多いとされるが、「横並び」

の構造は横並びの権力構造の具現化と理解。 
 

→隣接した台地上に「市」の字地名。発掘調査で 14 世紀頃の集落が確

認。15 世紀には山根街道に並行する屋敷地。城は集落よりも低く、

軍事的には「不利」。 
 

⇒畿内の武家権力の拠点は、先の高屋城、池田城(池田市)など、先行

する経済活動の場に接する事例が多い。群郭式の構造を成立させた

堀の多用はこの立地を克服するためか。 

 

４ 私部城の魅力  

〇城郭史のターニングポイント 

 文献上で確認できる私部城は、1570 年代初頭の畿内支配を織田氏と

三好・松永氏が争う最中の安見氏の城。 

【織豊系城郭】枡形虎口や高石垣、瓦の使用などが特徴。織田信長と

武将たちの城郭にみられ、豊臣秀吉らが継承。近世城郭への系譜。 
 

→織豊系城郭の特徴が確認できるのは元亀元年頃。信長の上洛は永禄

11 年(1568)10 月。瓦・石垣・礎石建物(天守など)はどこから？この

頃、畿内周辺の拠点城郭は、ほぼ平城に。 

 

〇平城の姿 

武家秩序の頂点に位置したのが将軍義昭。これらの城主の多くは、義

昭配下の武将であった。山城国の細川藤孝と勝龍寺城(長岡京市)、近

江国の明智光秀と坂本城(大津市)、摂津では先述の和田惟政の高槻城



(高槻市)、池田氏と池田城、伊丹氏と伊丹城(伊丹市)。河内国では畠

山氏と高屋城、三好氏と若江城、そして安見氏と私部城。 
 

→義昭自身も永禄 12 年(1569)以来、京都の平城(旧二条城)を居所。こ

れらの城郭は、瓦・石垣・礎石建物といった織豊系城郭の特徴を持

つ。石垣が旧二条城、勝龍寺城、坂本城、高槻城。これらの城郭と

若江城、私部城では瓦が出土。 

【天守】文献上「天主」(天守)の確認もこれらの城が最初。元亀２年

(1571)の旧二条城、同３年の坂本城、同４年の高槻城と若江城。 
 

⇒1570 年代前後の義昭配下の武将たちは、織豊系城郭に先駆け、平地

に堅牢、かつ新しさを持つ城郭を出現させていた。 

 

〇大阪の城と瓦 

私部城の発掘では大量の瓦。古代以来、日本では役所や寺院の建物に

瓦が用いられ、中世の瓦葺きの建物は寺院などの宗教施設に限定。法

隆寺や四天王寺周辺で瓦づくりの職人集団が活動。 
 

→瓦には耐久性。瓦を使い始めた戦国時代の城は最初から城専用の瓦

をつくるのではなく、寺院の瓦の転用や同じ瓦を葺く。 

【瓦の同笵】軒先を飾る瓦には「唐草」や「巴」などの文様。型(笵)

を押して付けたもので職人集団ごとの特徴。 
 

⇒大坂本願寺・私部城・若江城(東大阪市)の瓦が同笵。笵についた傷

から①大坂本願寺→②私部城→③若江城の順に製作された瓦(交野

市の吉田さんの研究)。本願寺と城郭に同じ瓦製作集団が関わってい

たことを示す。私部城には近隣の廃岩倉開元寺の同笵瓦も。 

 

５ おわりに 

拙著『大阪府中世城館事典』では約 108 ヶ所の城館を収録したが、平

地城館は 20 ヶ所未満。織豊系城郭成立期の平地城館の姿を考える上

でも、遺構が残る私部城は極めて貴重な存在。 
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図１：河内国の城郭分布(中西 2015)   図２：飯盛城跡 概要図(中西 2015) 

図３：飯盛城鳥瞰復元ＣＧ(©中西裕樹復元 ©スズキ唯知製作) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６：私部城跡 概要図(中西作図) 

図４：私部城と周辺の街道・城郭(吉田 2015) 図５：私部城跡推定復元図(吉田 2015) 


